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旧旧東東海海道道「「保保土土ケケ谷谷宿宿」」をを未未来来へへつつななげげるるままちち・・みみちち再再生生計計画画  対対象象エエリリアア  

 

 



 
旧旧東東海海道道「「保保土土ケケ谷谷宿宿」」をを未未来来へへつつななげげるるままちち・・みみちち再再生生計計画画（（策策定定中中））～～全全体体構構成成～～  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
２２．．ままちち・・みみちちのの再再生生計計画画  １１））道道路路景景観観づづくくりり（（抜抜粋粋））  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

A.主軸・補助軸（旧東海道・古東海道） 
B.歴史的道筋（古道・近代等に発展した道） 
C.その他の暮らしを支える道筋（丘の上とを結ぶ道、今井川沿道等） 

①地形や斜面緑地、眺望、河川等の恒久性の高い自然資源 
②史跡・社寺等の中世・近世からの歴史的資源 
③工場跡地群等の近代産業歴史資源 
④洋館付住宅等の近代歴史資源 
⑤市民プラザや公民館、公園・広場、まちかど博物館等の交流資源 
⑥商店街や大規模店舗・オフィス、鉄道駅等の現代の暮らしを支える資源 



 
２２．．ままちち・・みみちちのの再再生生計計画画  １１））道道路路景景観観づづくくりり（（抜抜粋粋））  

 
 
 
 
 

（ⅰ）デザイン方針 
旧東海道において共通するデザイン要素の導入による道筋のつながり強化 
 

（ⅱ）舗装デザイン～歩行者系の空間、及び旧東海道が連続する交差点の地道風舗装～ 
・原則として、旧東海道の歩行者系の空間を地道風舗装（茶系）整備による連続性の確保 
・断面構成が切替わる交差点内等の舗装（茶系）整備により異なる断面の道筋の連続性創出 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ⅰ）デザイン方針 
・まち歩き等の際に往時のまちの状況を想起させる、往時の町割りを再現する町割石や屋号・用途等を記す
屋号境界石の道路への埋め込み 
・旧河川敷や水路等の歴史的資源（発掘調査等により掘り起こされたもの）の位置を示す等の道路整備検討 
 

（ⅱ）舗装デザイン ～往時の町割りの位置への町割石と街路樹の配置～ 
・町割石（往時の町割りを往還町並絵図から解読）を歩道等のデザインに導入 

・歩道・歩行者通行帯での納まりに配慮した町割石のサイズ 

・対岸の町割の認識を可能とする街路樹配置（町割石延長上に町割石設置）（旧保土ケ谷宿の区間のみ） 

・屋号境界石（往時の屋号・用途を往還町並絵図から解読）を地先境界ブロック等のデザインに導入
 

 

 

 

 



 
２２．．ままちち・・みみちちのの再再生生計計画画  １１））道道路路景景観観づづくくりり（（抜抜粋粋））  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主要な道筋をつなぐ重要な辻においては、歴史の積層を伝え、まちの構成が分かりや
すくするような設えとする。

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 
３３..重重点点地地区区のの再再生生計計画画（（抜抜粋粋））  

 
まちづくり・みちづくりをより効果的に実施・展開していくため、整備の緊急性や波及効果のほか、まちづ

くりや、みちづくりに係る具体的な事業の実施状況等を勘案し、次の位置づけとする。 

・交通安全上の課題解決が喫緊に求め

られているため 

・地域活動の実績を踏まえ、今後より

一層の地域活動連携や交流拠点とし

ての発展が期待される。 

・現況概要、空間的

課題及び機能導

入にあたっての

課題、整備方針、

整備・デザインの

考え方、平面イメ

ージ、実現にむけ

た課題を整理す

る。 

・みちづくりにより、まち

づくり等の課題への対

応の緊急性が高い地区

や整備により周辺への

影響や波及効果が高い

地区。 

・特に詳細に検討する地区

とする。 

・まちあるきの起終点・中継点であり、

まちの顔として歓迎性の高い空間づ

くりが求められている。 

・滞留スペース確保の必要性が高く、

情報発信や交流、地域活動連携機能

の導入が望まれる。 

・保土ケ谷駅周辺地区プランなどの上位

計画等に位置付けられ、保土ケ谷宿周

辺エリアの中心地として各種拠点とし

ての整備が求められている。 

・まちあるきの起終点・中継点であり、

まちの顔として歓迎性の高い空間づ

くりが求められている。 

・滞留スペース確保の必要性が高く、

情報発信や交流、地域活動連携機能

の導入が望まれる。 



 
33..重重点点地地区区のの再再生生計計画画（（抜抜粋粋））  

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
33..重重点点地地区区のの再再生生計計画画（（抜抜粋粋））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 
33..重重点点地地区区のの再再生生計計画画（（抜抜粋粋））  
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 ・敷地面積：6,140 ㎡、用途地域：第一種住居地域、建ぺい率：60％、容積率：200％ 
・建築基準法第 22条による区域、附置義務等：周辺地区又は自動車ふくそう地区（駐車場条例） 
 

交流 

促進 

地域物産（直売所） ・朝市やマルシェ、フリーマーケットの実施を想定 
体験学習 ・地域の小中学生や小規模教室等で活用 
(内
訳
)

料理室 ・食産業関連の体験 
工芸室 ・工芸・工業系産業の体験 

地域学習室 
（会議室） 

・地域内のレクリエーション活動や小規模な催事等の開催 

交流広場 
・用途地域により屋内の不特定多数向けのホールは難しいた
め、屋外もしくは半屋外で広がりのある空間の確保を想定

保土ケ谷文化発信 
・保土ケ谷名物や特産品の展示・販売等 
・地域生活情報や保土ケ谷宿観光に関する書籍等の書架及び
閲覧スペースの確保を想定 

地域 

情報 

発信 地域生活情報紹介 
・地域生活情報、地域活動団体等の紹介 
・催事等の開催案内 

保土ケ谷宿観光案内 
・保土ケ谷宿全体や各時代の資源紹介 
・まち歩きルートの紹介・解説 

展示ギャラリー 
・地域内の歴史的・文化的資料等の展示 
・エリア内には 100 ㎡以下のギャラリーしか立地していない

休憩 お休み処・ 
カフェ 

・地域生活情報紹介スペースや保土ケ谷宿観光案内スペース
との連携を図る 

・エントランス付近への設置を想定 
WC － 

駐輪 
・ 
駐車 

自転車等駐車場 ・自転車駐車場として利用 
駐車場 ・利用者用の駐車場 
バス駐車場 ・観光バスの駐車場 

※想定される機能の中で、重点的に取り組んでいくものは今後検討する必要がある。 



 
重重点点地地区区ににつついいてて  
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東東海海道道のの歴歴史史的的資資源源をを活活かかししたたみみちちづづくくりり整整備備計計画画（（案案））                                平平成成 2266 年年 33 月月策策定定   

 
 
 
 
 
 

 



 

2 
 

東東海海道道のの歴歴史史的的資資源源をを活活かかししたたみみちちづづくくりり整整備備計計画画（（案案））                                平平成成 2266 年年 33 月月策策定定  



 

3 
 

東東海海道道のの歴歴史史的的資資源源をを活活かかししたたみみちちづづくくりり整整備備計計画画（（案案））                                平平成成 2266 年年 33 月月策策定定  
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東東海海道道のの歴歴史史的的資資源源をを活活かかししたたみみちちづづくくりり整整備備計計画画（（案案））                                平平成成 2266 年年 33 月月策策定定  
 

 

 
 



 

 

旧旧東東海海道道「「保保土土ケケ谷谷宿宿」」をを未未来来へへつつななげげるるままちち・・みみちち再再生生基基本本構構想想  ～～概概要要版版～～                              平平成成 2277 年年 33 月月策策定定   


